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ページ

指標名

その他、小中学生・高校生を対象とした「ひらかた食育Q&A」や

健康医療キャラバン事業等を活用して今後も啓発に努めていきま

す。

その他、ICTを活用した情報発信や、小中学生・高校生を対象とし

た「ひらかた食育Q&A」、健康医療キャラバン事業等を活用して

今後も啓発に努めていきます。

また、保護者の食習慣が子どもの食習慣に与える影響が大きいこ

とからも、引き続き保護者に対する朝食の摂取を含む規則正しい

生活習慣の啓発を行うため、PTAや小中学校と連携して健全な食

生活の確立を目指します。

また、保護者の食習慣が子どもの食習慣に与える影響が大きいこ

とからも、引き続き保護者に対する朝食の摂取を含む規則正しい

生活習慣の啓発を行うため、PTAや小中学校、地域等関係機関と

連携して健全な食生活の確立を目指します。

ページ

指標名

内容

現在、一連の体験型の食育を実施していない施設にも、各施設の

事例や食育の実施状況を共有するとともに、食育の大切さを伝

え、子どもの記憶に残る食育活動が実施できるように取り組みま

す。

現在、一連の体験型の食育を実施していない施設にも、各施設の

事例や現状を踏まえた食育の工夫等食育の実施状況を共有すると

ともに、食育の大切さを伝え、子どもの記憶に残る食育活動が実

施できるように取り組みます。

ページ

指標名

内容

このような背景の中、外食や中食が多い人でもバランスの良い食

事を知り健康的な食生活ができるよう、外食や中食においてもバ

ランスの良い食事を市民が選ぶことができるよう、これまでの取

組を踏まえ、食環境づくりについて様々な手法での展開を検討し

ていきます。

このような背景の中、外食や中食が多い人でもバランスの良い食

事の選び方を知り、健康的な食生活ができるよう、食環境づくり

について様々な手法での展開を検討していきます。

ページ

指標名

内容

今後も引き続き、ゆっくりよく噛んで食べることの大切さについ

て、ライフステージ別に合わせた啓発を積極的に図っていきま

す。

また、おいしく食事をするために、「噛む」ためのお口の健康を

保つことが大切です。今後も引き続き、ゆっくりよく噛んで食べ

ることの大切さに加え、かかりつけ歯科医をもち定期的に口腔ケ

アを行うことなど、歯と口腔の健康づくりに関する啓発をライフ

ステージに合わせて積極的に行います。

ページ

指標名

内容

１日に２回以上誰かと食事をとる人の割合は、策定時に比べ減少

していました。

家族や友人と一緒に食事をとることは、食事を味わうだけでな

く、コミュニケーションが図れ、食欲増進をはじめとした健康に

つながる様々な効果があります。

感染予防対策が重視されている期間は、「共食」の機会を提供す

ることは難しくなっていますが、自炊や家族で食事をとる機会が

増えた状況を活用し、「共食」の大切さを積極的に周知し、共食

の実践につながるよう、啓発を行います。

１日に２回以上誰かと一緒に食べる人の割合は、策定時に比べ減

少していました。

家族や友人と一緒にコミュニケーションをとりながら食事をする

と、ストレスを軽減し、心の健康を保つことにつながるといわれ

ています。その他、規則正しい生活リズムを保つ、栄養バランス

が整いやすい、食欲を増進させるなど、心と体の健康につながる

様々な効果があります。

感染予防対策が重視されている期間は、直接的に対面する「共

食」の機会が減少し、また、「共食」の機会を提供することも難

しくなっていますが、自炊や家族で食事をとる機会が増えた状況

を活用し、心と体を育む「共食」の大切さを積極的に周知するこ

とで、実践につながるよう、啓発を行います。

2

中間評価報告書の主な修正箇所

⑤調理・菜園活動など、体験型食育活動を行っている保育所（園）・幼稚園・認定こども園・小規模保育事業実施施設の増加

⑬１日のうち２回以上、家族・友人・職場・地域等、誰かと一緒に食べる人の増加

③－２朝食を欠食している小中学生・高校生の減少

6

10ページ

内容

23ページ

1

14ページ

3

19ページ

⑨生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持や減塩等に気をつけた食生活を実践する人の増加

4

20ページ

⑩ゆっくりよく噛んで食べる人の増加

参考資料１



修正前 修正後

ページ

内容

7

31ページ、32ページ

８．今後、優先的に取り組むべきこと

今回の中間評価より、これまで推進してきた食育を継続しつつ、

新しい生活様式に対応したものへと変化させていくことが課題の

一つと考えます。

コロナ禍での食生活の変化として、外食を控える人が増えている

こと、特に若い世代や働く世代において、家族と一緒に食事をす

る機会や、自炊の機会、中食の利用が増えていることがわかりま

した。この背景には、感染予防対策に加え、オンラインを活用し

た授業の導入や、在宅勤務の広がり等があると思われます。

この状況を踏まえつつ、最終年度に向けて、第３次計画より新た

に加わった基本方針である「若い世代を中心とした食育の推進」

「健康寿命の延伸につながる食育の推進」を更に進めるため、以

下の２つの指標を優先課題として取り組んでいきます。

今後は、新しい生活様式下において、食育の啓発を集合型のイベ

ントや講座に限らず、インターネットやSNS等を活用し、簡単な

調理法を動画で配信するなど、情報発信の方法を工夫すること

で、若い世代へ効果的に周知啓発できるよう努めていきます。

また、食育に関心のない人や、関心は持っているが実践できてい

ない人も自然とバランスの良い食事を選ぶことができる食環境づ

くりについて、様々な手法での展開を検討していきます。

さらに、適正体重の維持や減塩に気をつけた食事を実践すること

は、主食・主菜・副菜をそろえた食事を意識することにつなが

り、相乗的に良い影響を及ぼすため、啓発媒体等を活用し、両指

標についてあらゆる機会をとらえ積極的に啓発していきます。

コロナ禍での食生活の変化として「外食の頻度」が減っており、

また、若い世代においては「自炊の機会」や「中食の利用」、

「家族と一緒に食事をする機会」が増えていました。この背景に

は、新型コロナウイルスの感染予防対策に加え、オンラインを活

用した授業の導入や在宅勤務の広がり等があると思われ、新型コ

ロナウイルスによる「食」への影響は、若い世代が高齢者より影

響を受けている傾向が見られました。

　　　　　　　　　　　グラフの追加

このような状況から、最終年度に向けては、「これまで推進して

きた食育の継続」と「新しい生活様式に対応したものへの変化」

の両側面に取り組み、第３次計画より新たに加わった基本方針で

ある「若い世代を中心とした食育の推進」「健康寿命の延伸につ

ながる食育の推進」を更に進めるため、次の２つの指標を優先課

題としていきます。

今後は、「新しい生活様式に対応したものへの変化」の一つとし

て、特に20歳代・30歳代の若い世代には、食育の啓発を集合型の

イベントや講座に限らず、インターネットやSNS等を活用し、簡

単な調理法を動画で配信するなど、情報発信の方法を工夫するこ

とで、効果的に周知啓発できるよう努めていきます。また、食育

に関心のない人や、関心は持っているが実践できていない人も自

然とバランスの良い食事を選ぶことができる食環境づくりについ

て、様々な手法での展開を検討していきます。

さらに、指標⑨の適正体重の維持や減塩に気をつけた食事を実践

することは、指標④の主食・主菜・副菜をそろえた食事を意識す

ることにつながり、相乗的に良い影響を及ぼします。これら両指

標の取り組みついては、すべての世代において、その世代にあっ

た啓発媒体等を活用し、「これまで推進してきた食育の継続」と

「新しい生活様式に対応したものへの変化」の両側面を考慮した

うえで、あらゆる機会をとらえ積極的に啓発していきます。


